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 8 月上 旬、 上越 国境 の山 ・巻 機山 (ﾏｷﾊﾀﾔ

ﾏ)（ 1967ｍ） に出 かけ た。 深田 久弥 氏が

日本 百名 山に 挙げ たこ の山 は、 草原 や池

塘の 広が るた おや かな 山頂 付近 の風 情

が、 その 女性 的な 山名 にぴ った りの 山で

ある 。  

 夜 半に 登山 口の 桜坂 駐車 場に 車を 入

れ、 明け 方ま で仮 眠を とる 。  

 出 発は 4 時 半。 井戸 尾根 コー スを たど

る。 雑木 がト ンネ ルの よう に覆 う暗 い道

をヘ ッド ラン プを 点け て登 る。 岩を 乗り

越え 乗り 越え の急 登が 続き 5 時 45 分、 五

合目 の尾 根筋 に出 た。 右下 に米 子沢 が深

く切 れ込 み、 滝が 連な って 見え る。 後は

傾斜 も緩 くなり 6 時 40 分、 六合 目 展望 台

に到 着。 左に 天狗 岩の 岩峰 が大 きく 迫っ

て見 えた 。  

 更に 30 分も 登る と台 地状 の草 原 が開

け、 七合 目の 物見 平。 更に 針葉 樹林 帯を

急登 して 8 時 30 分 、前 巻機 山頂 に 到着 し

た。 展望 の良 い山 頂は よく 巻機 山本 峰と

間違 えら れる こと から 、ニ セ巻 機の 有難

くな い別 名が ある とか 。目 の下 には 赤い

屋根 の避 難小 屋、 池塘 の点 在す る草 原を

隔て て、 雪渓 の残 る巻 機山 本峰 の緑 の斜

面が 美し い。 避難 小屋 の前 を通 って 本峰

に至 る木 道の 左右 には 、ニ ッコ ウキ ス

ゲ、 ワタ スゲ 、ミ ヤマ リン ドウ など が 、

今を 盛り と咲 いて 見え る。  

 9 時 10 分 、巻 機山 と

割引 岳の 鞍部 の御 機屋

に到 着。 ここ に「 巻機

山頂 」の 大き な標 識が

麗々 しく 立っ てい るの

にビ ック リ。 これ 以上

登り たく ない 人へ のサ

ービ スの つも りだ ろう

が、 何と も紛 らわ し

い。  

 こ こに ザッ クを デポ して 巻機 山と 割引

岳を それ ぞれ 往復 した 。巻 機山 本峰 は何

の変 哲も ない 草原 の高 まり で、 どこ が山

頂か も判 然と しな い。 往復 40 分 。 戻っ て

更に 、割 引岳 の往 復は 50 分 を要 し たが 、

この 割引 岳山 頂付 近を 彩る お花 畑は 素晴

らし かっ た。 ハク サン コザ クラ 、イ ワイ

チョ ウ、 コイ

ワカ ガミ 、ミ

ヤマ リン ド

ウ、 カラ マツ

ソウ など が一

面に 咲き 誇る

夢の 世界 だっ

た。  

 花 を堪 能し

た後 は避 難小

屋ま で下 り、

小屋 前の ベン

チで 景色 を楽

しみ なが らゆ

っく りの 昼食

休憩 。帰 りも

同じ 経路 を下

り、 駐車 場帰

着が 午後 2 時

だっ た。  
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た お や か な 本 峰 稜 線 (左 が 割 引 岳 、 正 面 が 巻 機 山 本 峰 )  

 


